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論文内容要旨
 日本アルプス(以上南アルプスと記す)維管束7・うの構成要素として, 地史的要素, 気候的要
 素, 石灰岩地域要素の あること を認めた。 このう ち地史的要素はフ・ラ研究においては重 斐であり
 ながら従来ほとん ど重要視されていなか。た。 研究者は南アル プスフ・うの研究 において, この要
 素の究明に特に努力してみた。
 また広大な, 南アルプスの ア・うは, 前記した3つの構成要素にもとずけば, A-Fまでの特徴の
 ある6植物区に分ける ことができ る。 所産 植物について も, この 研究に お・いてそのリストをはじめ
 て公表 した。
 1 地史的要素(Geologica⊥ His七〇ry・ Elemen七s)
 南アル プスの地域を通過 している中央構造線(M eαia口 Te ctonic Line), ホッサ・マ
 グナ(Fos呂a Magna) 等の地史にかかわって分布がきめ られていると考えりるものを地 史的要
 素と呼ぶ。 この要素では次の6つの型のものをあげうるD
 (11 テバコモミ ジガサ型(0αoα6乞α 6c6α左。επ3乞3 Type)
   主として, 九州, 四国か らっづいている中央構造線にそ。て分布 している。 テバコモミジガ
 サをはじめとする ものが こ. の 型に入る。 テバコモミ ジガサ型のものの中には, その分布が中国 大陸
 にま でむよんで いるものが多い。
 このことから、 この型のものはかって日本列島と中国 大陸が接続していたとい う地 史にかかわっ
 て分布 しているものであると推 測でき る。
 〔2) 一シ ドイ型( Sy甑見好 γ以琶・葛∠α権 Type)
 ア ジア大陸系のものの一群で, こ・ の一例に鳥居峠のハシ ドイ がある。 このハシ ドイ は同一場所で
 ザゼソノウ, チョウセンゴミシなどの 大陸系植物相 互とともに独立した遺存地域 (Re lic Re -
 gion)をつぐっている。
 (3) キタ ダケソ ウ型 (0α∠∠乞απ孟ゐ,g潮μ那 ん。 η.408π3β Type)
 北岳特産の もの の一つに キタダケソ ウがあり, ・コtは, 第 四紀の洪積世時代に分布 を拡 大 してきたもの
 の 遺存種だと考え られる。 キタダケノ ウ属( Callian 七hemum) のものは北岳のほか, 北海道、
 樺 太, 朝鮮というように, 地質の古い地域にその分布か点在 している。 このよう なものをキタダケノ
 ノウ型と呼ぶ。 この 型の中に入るものとしては, キタグケ ヨモギ. タカネマンテマをはじめとする
 もの をあげう る。
 (4) ホザキツキヌキノウ型(TT乙03置¢欝π P乞 ππα商∫乞己乱ηL Type)
 櫛形山にホザキツキヌキノウがあるが, これは中国大陸の山西, 狭山 両省からも報告されてい
 るが. 日本では他にはその分布が知られていない。 大垂に発生起源のあうた ものが, 極めて新しい
 時代に分布を拡大したものであるう。 ムラ サキモメンズルなども含めてこれを ホザキ ツキヌ キノウ型
 と呼ぶ。
 (5) ヒメスミレサイシ ン型(V乞。イ`z yαz(zωαπα Type)
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 ホッサ・マグナの溝にそ。て. 整然と分布 して いるものをヒメスミレサイ シ ン型と呼ぶ。
 裏日本の スミレサイ シ ンに近縁のものの, ホッサ・マ グナ周辺での新しい分化と考えう る。
 (61 7ジザクラ型(Pγ勧n包g 加。こ3α Type)
 富士火山の新生火山地 域に起源がある ものをフ ジザクラ型と呼ぶ。 この型の ものは地 史的要素と
 しては割 合に新 しい発生にかか る も の で ある。この型に入るフジザクラが南アル プスにも分布を
 拡大してきている。 この型に入るものとして, このほかフ ジオ トギリ. フ ジアカシ ョウマ等をあげ
 ることができ, 同属のものと葉の光沢化, 多裂 ↑ヒ, 小型化な どの微妙な形質の差異によ。て区別で
 きる。
 n 気候的要素( elimatic Ele ment8)
 南アルプスに現在分布 している植物の中で気候的要因 によ って分布が決定されているものを気候
 的要素と呼ぶ。 この・要素のうち暖帯林と温帯林の2つについて述べる。
 (11 暖帯林 (Warm-tempe ra七e Fore8t8)
 南アル プス では, 各河川のお岸にそって暖帯林の 残存 した もの が, 神社. 仏閣等の境内林と して
 目立つ。南アル ブスでの暖帯林の北の限界はFi g. 15に示 したように, 富士川流域では下部, 安
 倍川筋で湯の森, 大井川筋で田代, 天竜川沿いで平岡までであることがわかった。 これ らの限界地
 まで, タブノキ, ヤブツバキ, リンボ ク. カゴノキをはじめとするものが見られる。 この分布限界
 地の年平均 気温はおよそ 15。C の線 に該当 して いる。
 (2) 温帯林( Te那epera七e Fore8む8)
 南アルプスでの温帯林としてはク リ, ブナ, ウラジロモミ林な どがある。
  (A) ク リ 林 (0α鉱α紹α oT飢α地 Fore8七8)
 南アルプス山麓にはクリ, コナラなどからなる林があり. このクリと同一分布型をするものも多
 い。
  (B) ブ ナ 林 (Fα9ω30T8παオα FOrests)
 南アル ブス南半にはブナ林が目立ち, それは源氏山. 十枚山. 篠井山, 安倍峠, 板取山, 白倉山
 などの南下ル プス南半の地域である。
 南アル プスの ブナ林で目立つ群集には. ブナース ズタケ群集, シラカバーレンゲツツ ジ群集・ シ
 オ ジー ミヤマクマワラビ群果. ハシ ドイ ーチョウセン ゴミシ群.果, ツカーミツバツツ ジ群集,' ジガ
 ー コカ ンス ゲ群 集などが認 め られる。
 南アル ブス の ブナ林の 下草に ば・ 日本の他地域に 見 られ ないや マイ ウカガミやイ ワシャ ジゼな ど・
 がへあり. これらのものは同属のものとの住みわけをおこな。ている。 これらのものの分布地ほ, そ
 の山麓で年平均 気温 13。C. 年降水量 2.500mm 以上の地 域であると言える。
 (C) ウ"・モミ林(鋤舘3. ん・脚高μ3 F・re5七8)
 南アルプス北半の鳳凰山. 駒ケ岳などではブナのかわりにウラジロモミがでてくる。 クリモグラ
 フを作。てみると, 最駿月と最寒月 をむすぶ線とX軸との交。てなす角が, 本川根.30。, 南部 45。
 で表日本型. 甲府と 鰍沢が60。 で内陸型, 富士見は特に65。の著 しい内陸型となる。
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 この内陸型の 気候域にウラ ジ・モミ林は発達 していると言え る。 表日本 と内陸型の中間,地域であ
 る南アルプス中部に ブナとウラジロモミの混淆林が発達 していることがわかった。
 皿 石灰岩地域植物(Lime日tone Region Elemen七s)
 南アル ブスには, 中央構造線にそう 釜無山をはじめとする 石灰岩地域があり, そこは石灰岩地独
 特のフロラを形成 している。 石灰岩地域フロラを構成する植物は次の3つ冗整理することができる
 (A) 石灰岩固有植物 (Lime8七〇ne Ende皿ic Plan七s)
 (B) 耐石灰岩植物 (Lime8七〇ne Adaptable plan七8)
 (C) 石灰岩遺存植物 (Lime6七〇ne Reiic Pl巳口七s)
 ・(A) 石灰岩固有植物
 南アル プスで石灰岩地域だけに分布 しているものを石灰岩固有植物と呼ぶ。 トダイ アカバナ. イ
 チョ ウシ ダなどがこれ に該当 する。
 (Bl 耐石灰岩植物
 特殊の物理化学的条件をもつ石灰岩地域には. その周辺同様, 適 応分布 しているイ ワシモツケを
 はじめ とするものがある。 これを耐石灰 岩植物と呼ぶ。
 〔1の 石灰岩遺存植物
 第4紀洪 積世時代には. 北 方系の植物 が南 下した。 これらの ものが裸地が多く て競争相手の少な
 い石灰 岩の特殊地域にかろうじて残存 している場合. これを石灰岩遺存値切と呼ぶ。
 ミネウスユキノウ. ムシトリスミレなどをはじめとするものをこの一例としてあげることができ
 るが, これらの ものは一般的にはi毎扱3, 000 即以上の高山頂に見られるものである。 甫アルプス
 の石灰岩地域では海仮 1, 000m程度の場所にこれらの ものが分布 していることがわかった。
 石灰岩遺存植物の中には, 南アルプス地域で新 しく 生れて特産植 '吻となっているト グイ ハハコ,
 シライワコゴメ・グサやシライワシャジンなどがある。
 IV 南アルプスにお・ける植物分布士也域
 南アル プス全域のフロラを南アル ブスフ・ラ構成要素の立場からみると. 下記の 6つ の特徴のあ
 る地域に分けることができる。
 A: 入笠山, 釜無山, 白岩岳地域
 B: 駒ケ岳, 鳳凰田地域
 e: 櫛形山地域
 D: 各河川下流域地域
 E: 中央山岳地域
 F: 豊口山. 遠山川, 肯木川地域
 V 南アルプス産植物目録
醸  【
1
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 従来, 南アル ブス全域の所産高 等植物目録はま だ誰も発表 していなかった。 ここに新 しく 南アル
 プス所産維管束植物 1,730余種(変種, 品種を含む)の目録を作製 して記録 した。 この目録は,こ
 の研究の基礎 とな うて いる。
 目鋒の記載 の仕 方は, Dis七r. (分布)の項にその分布地をA-Fまでの 6植物区の記号で記
 した。
 また, 日本列島上での分布を1-A, 1-B, 皿一A, 皿. W-A. 四一B, 四一 e, 四一D,
 W-E. W-F, V-A、 V-B, 四一Bの 13種の分布型を利用 してそれにあてはめて論いた。
(Fig. 24-36)
 また No七e の項へは垂 直分布帯を記すとともに, フ・ラ構成要素のう ち著 しいものについてだ
 け( Geologicaユ History Element). ( Olima七 ic Element), (Lime8-
 tone Region Element)の記録 を した。
 一418一
 一
l
/
 論文審査結果の要旨
 日本南ア ルプス全域の 所産維管束植物 1,730 余種の目録をはじめて作製 し, 各種について 日本列
 島 上の既設又は新設 ¢) 13の分布型に当てはめ, 且つ南アルプスを6植物 地域に別けどの地域 に属
 するか, また どのよう な垂 直分布をして いるかを示 した。
 次にフ・うの構成について解析し3っの要素を認め た。 第一 は地 史的要 素で, まず地 質学上で言
 う 中央構造線に沿 って分布 し南アル プスにも達 しているテバコモミジガサを 代表 とするものがあり,
 この 型の ものは往々中国大陸に も分布 しているので 大陸 とのかつての接続 を示 してい る。 次にア ジ
 ア 大陸系のもので 日本例島分離後 遺存 したものと考え られ るハシ ドイ 型のもの, さらに第 四紀の洪
 積世時代頃に分 布を拡 大したものの遺存種と してキタダケノウ型の ものがある。 叉, 日本では南ア
 ル プスの櫛形山 にのみ見出されているホザキ ツキヌキノウは, 中国大陸の山西, 陳西両 省に産 し,
 明らか に大陸起原のもの で, この型のものにムラ サキモメンズ ル等も入る。 またホッサ・マ グナ地帯の
 溝 に沿い分 布 しているヒメスミレサイシンを 代表 とする型のものはこの地帯で新生したものと考え
 られる。 富士火山の新生火山地域に起原がある ものにフ ジザク ラ型がある。
 第二に気候的要因が主と して現在の分布を 決定 していると思われるものがある。 暖帯林の構成種
 であるタブノ キ等は年平均気温 15。0 の線を限界と してむり, 混林は山麓に広ぐ分布 しているク リ,
 ブナ, ウラジ・モミ等で, 南アルプスの南半で年平均 気温 13。e, 年降水量 2,500m皿以上の地域
 に ブナ林が, 南アルプス北半でクリモグラフ を作って見ると内陸型気候を示す地域にはウラジ・モ
 ミ林が発達 し, 南アルプス中部の 内陸 型 と表 日本型との中間地帯には両者の混澹林が見られる。
 第三に石灰岩地域要素で, 中央構造線に沿う 釜無山その他の石灰岩地域には独特のフ・ラが見ら
 れるが, イチヨウジダ, トダイアカバナ等石灰岩固有のもの, イワシモツケの如く石灰岩地域に適
 応分布 しているもの, 第四紀洪積世寺代に北方系の植物の 1有 下したものが石灰岩地域に遺存 してい
 ると思われるミネウスユキソウ, ムシ トリスミレ等があり, ト ダイ ハハコ, シライワシヤジン, シ
 ライ ワコ ゴメ グサ等の 如く この 地域で分化新 生 したと思われる もの もある。
 以上, 南アルプスのフ・うばかりでなく 日本のフ・うの解明, 種分化, 分布の決定等の問題に寄
 与する所大であ り, 値 松春 雄提出の 論文は 理学博士の学位論文として合格と 認めた。
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